平成22年10月28日(木)
2011年度卒業研究１
小宮山研究室を第一希望に選択してくださった皆さん
　素晴らしい研究計画書をありがとう。皆さんの熱意に答えて、選考過程をここに公表致します。
　19名の方が小宮山研究室を第一希望に選んでくれました。しかし３名の方は、研究計画が書いてありませんでした。講義概要に「詳細はホームページで公開します。必ず参照してください」と記しました。ホームページには「希望人数が定員を超えた場合、各自の研究計画によってゼミ生を選ばせていただきます。小宮山ゼミをご希望の方は配属申請の際の提出書類の志望動機欄に必ず、研究計画をお書きください。」と記しました。残念ながら、希望人数が定員を超えましたので、まずこの３名の方にはご遠慮いただきました。
　残りの16名の方の研究計画はいずれも大変素晴らしく、ぜひ一緒に研究したいと思いました。皆さんの研究計画に敬意を表し、ここにそれぞれの研究計画の問いと私のコメントを記させていただきます（順番に意味はありません）。
	整理記号
	概要
	コメント

	ア
	なぜ流行色が変化するのか
	いろいろと文献を調べてくれた上で、独自の考えを展開してくれました。素晴らしいです。

	イ
	視覚からの情報の方が、聴覚からの情報よりも人間の記憶に残るのか
	着眼点がおもしろいですね。さらに広告の発展や、人間の成長の過程を考えて仮説を立ててくれています。すごいです。

	ウ
	なぜ人は流行にはまるのか
	具体的な事例を参考にして、集団心理に関する仮説を考えてくれました。よくまとまっています。

	エ
	リズムの取り方の国際比較
	日常の言葉につける節から、日本人のリズム感について仮説を立ててくれました。面白い！

	オ
	イベントへの参加意欲をかきたてる原因について
	「一人称・二人称」のレビューの違いなど、具体的に仮説を考えてくれました。

	カ
	核家族と三世代家族において小学校に対する悪質クレームの割合に差があるか
	モンスターペアレント問題に対する面白い仮説ですね。この仮説が立証された場合の、今後の社会の変化を予測しています。素晴らしいです。

	キ
	変化に対する精神的な寛容さと新しい物への順応力に相互関係はあるか
	新しいOSへの人々の評価の違いから、具体的に仮説を考えてくれました。整理記号「カ」の方同様に、この仮説が立証されることによる意義について述べてくれました。素晴らしいです。

	ク
	高校生の大学選択理由など
	高校生の大学選択理由について、体験をもとに、仮説を立てくれました。その他にも独創的な問いをいくつも考えてくれました。

	ケ
	麻雀高校選手権による町おこし
	ぶっとんでます。独創的です。非凡なものを感じました。

	コ
	なぜ二次元オタクは差別されるのか
	面白い着眼点です。この研究でメディアの影響力がわかりますね。人種差別など世界的な視点と関連づけているのが、すごいですね。

	サ
	意思決定に伴う後悔
	どのように意思決定がされるかという研究は、比較的思いつくでしょう。しかし「その後」に着目するあたりに才気を感じました。やるな。

	シ
	他県などからのドライブ客を増やすにはどうすればいいのか」
	道の駅の改善を提案してくれました。マンガ喫茶そして診療所を併設することを提案してくれました。よく考えてくれましたね。ありがとう。

	ス
	人と人との葛藤の中で生まれるアイディアについて
	着想が、オリジナルで面白いですね。抽象的な文章を上手く扱えるようになりましたね。「成長したな」とつくづく感心しました。

	セ
	ご当地グルメを使った町おこし
	食の開発は、町おこしに有効ですね。ぜひ具体的なアイディアを考え、一緒に実現しましょう。

	ソ
	なぜこの飲食店を選ぶのか
	店の色や、明るさ、雰囲気が店舗選択に重要だという仮説を考えてくれました。よく考えてくれましたね。ありがとう。

	タ
	禁煙とお好み焼き屋さんについて
	未成年の喫煙者に処方箋を出せない制度、おかしいですね。店員が焼くことでクオリティを挙げるお好み屋さん、面白いですね。興味深いです。


　いずれも甲乙つけがたい、力作ですが、16名のうち、11名を選ばなければなりません。ホームページにあるように「現時点で身につけている以下の4つの能力を総合的に」評価しました。

1. 問いを見つける構想力 

2. 斬新な仮説を導き出す独創性 

3. 検証方法に関する応用力 

4. 結論を導き出す論理的思考力 

　特に、今年、11名の方と5名の方で差が付いたのは「仮説が明確かどうか」そして「独創性」でした。どなたも一生懸命考えてくれたことは、大変良く、伝わってきました。16名全員とゼミを共にしたいのですが、制度上、許されません。誠に残念ですが「仮説が抽象的、または比較的多くの方が思いつきそうなもの」を、断腸の思いで不採択とさせていただきました。
　しかしこれはあくまでも現時点での評価です。早熟でも伸び悩む方もいますし、大器晩成の方もいます。皆さんの研究計画書を拝見して、皆さんがそれぞれの研究室で、独創性を伸ばしていただけるものと、確信致しました。19名の方全員の、各研究室でのこれからの成長、そして卒業後の活躍を祈念しております。
小宮山智志
